
令和８年７月１３日に開催されました、滝上町議会第５回臨時会冒頭に行

った行政報告につきまして、皆さまにお知らせいたします。

【木質バイオマス製造施設の火災発生原因と今後の対応策】

先月の定例会で行政報告させていただきました、木質バイオマス製造施設

の火災発生原因と今後の対応策についてであります。

発災の内容については、木質バイオマス製造施設において、町所有の自走

式木材破砕機から、原木の破砕中に出火したものであります。

正式な原因につきましては、現時点では確定には至っておりませんが、過

去の類似事例からも、破砕時に発生した木くずが高温のエンジンや機械部分

に堆積し、そこに引火したものと推測されております。

今回の火災を厳粛に受け止め、今後導入を予定しております自走式木材破

砕機の管理運用におきましては、使用の都度、機器周辺の清掃や定期的な安

全点検を義務付けるなど、火災や事故等の防止に努めることを盛り込んだ

「安全管理マニュアル」を作成いたします。

また、指定管理者であります滝上林業協同組合につきましては、このマニ

ュアルに基づいた運用により安全管理を徹底し、今後このような事態を招か

ないよう、指導・監督を行ってまいります。

本定例会において、焼失しました自走式木材破砕機を早期に購入するため

に行った予算の専決処分の承認と、このことに係る財産取得についてご審議

をしていただきますが、本町の木質バイオマス製造施設は、地域の森林資源

を有効活用し、持続可能な循環型社会およびゼロカーボンシティの推進を牽

引する、町政における極めて重要な基幹施設であります。

自走式木材破砕機の焼失により、木質チップの安定的な製造供給体制に深

刻な影響が生じる懸念があり、この停滞が長引くことは、基幹産業でありま

す農業への影響、チップボイラーを活用している施設への供給責任という観

点から、一刻も早く製造体制を正常化するために、自走式木材破砕機導入に



係る予算を専決処分させていただきました。

以上、私からの行政報告とさせていただきます。


